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　社会心理学はどのような学問なのか。最も端的に、そして的確に、その特
徴を記述しているものとしてオールポート（Allport, 1968）の定義を挙げるこ
とができる。彼は「個人の思考、感情、行為が、実在の他者、または想像さ
れた他者、［生身の他者］、またはある役割を演じている他者の存在に、どの
ように影響されるかを説明し、理解しようとする試み」（p.3）として社会心
理学を定義したのである（注）。この定義に従えば、社会心理学は、個人の思
考、感情、行為を対象としているという点で、まず「心理学」における一つ
の領域として理解することができる。そして、心理学がより一般的な心のメ
カニズムを探求しているのに対して、社会心理学は、「他者の存在」と関わる
心理に限定して関心を示しているという点で、違いがあるといえる。社会心
理学の「社会」とは、要するに、実際にまたは頭の中で「他者と向き合って
いる」「他者に囲まれている」環境のことであり、そのような環境の中で個人
は、どのようなことを思い、感じ、行うのかを明らかにしようとする学問的
営みが、まさに社会心理学なのである。
　心理学と社会心理学の標準的な教科書の目次を眺めてみると、両者のこの
ような違いがよくみえてくる。試しに有斐閣が出している教科書で比べてみ
よう。心理学の教科書（無藤ほか『心理学』2004）では、心と脳、感覚と知覚、
記憶、学習、言語、思考、情動、動機づけ、性格などと続く。一方で社会心
理学の教科書（池田ほか『社会心理学』2010）では、社会的認知、自己、ステ
レオタイプと原因帰属、態度、対人関係、集団、組織などが取り上げられて
いる。同じ「知覚」の問題であっても、心理学では、色や形の知覚も含め、 

知覚の一般的仕組みを探求するのに対し、社会心理学では、人（他者）をど
う知覚するかという問題に関心を寄せる。同じ「記憶」のことであっても、 

他者の顔、他者が語った言葉、他者との出来事などなど、他者についての記

序
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憶を社会心理学では問題にするのである。
　しかし、このような社会心理学を「心理学的社会心理学」と名づけ、「社会
学的社会心理学」と区別する見解もある。『社会学小辞典』（有斐閣、2005、

p.257）では、社会心理学を次のように定義している。「社会学と心理学との境
界領域に立つ科学。研究者の学問的背景や関心の方向によって、対象や方法
に差が見られるが、大別すれば、『社会的文脈のなかで個人の行動や心理』を
研究対象とする心理学的社会心理学と、『社会成員に共有されている行動や
心理』を対象とする社会学的な社会心理学に分けられる」と。ただ、最近の
社会心理学における研究活動の流れは、前者の心理学的社会心理学の関心に
乗っている感が強い。もちろん、社会学的社会心理学の領域もたいへん重要
な研究分野であることは言うまでもない。
　社会心理学が分析の対象としているのは、人々の心理、つまり心の働き、
心の仕組みである。しかしそれは、触ったり、直接目で見て観察したりする
ことができない。最近は、テクノロジーの進歩により脳の活動をリアルタイ
ムで可視化できる装置なども開発され、心理学の研究において広く活用され
ているが、社会心理学ではまだあまり採用されていない。一種のブラック
ボックスとも言える人の心の内面をどうすれば「調べる」ことができるのか？　
これまで社会心理学が採用してきた調べ方の代表的なものは実験（experi-

ment）である。
　実験とは、外部から刺激を与えて、その刺激によって引き起こされる結果
を観察することで、刺激と結果の間の因果関係を立証しようとする方法であ
る。誰かと一緒に同じ作業をしたら（刺激）、一人のときよりもパフォーマン
スが上がった（結果）とすれば、「同じ作業を行う他者の存在はパフォーマン
スを促進する」という因果関係を立証することができる（もちろんこれは単純
化した話で、実はいろいろ揃えなければならない条件がたくさんある）。そして、
この因果関係から人間の内面において何が起きているのか（例えば競争心の芽
生え）を推論することができるのである。
　社会心理学が頼りにしてきたもう一つの調べ方は、サーベイ調査（survey 

research）、すなわち言葉で質問をして（言語刺激を与えて）、それに対してど
のように答える（反応する）のかを観察することである。「誰かと一緒に作業
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をすると、あなたは一人のときよりも頑張るほうですか？」と質問をして、多
くの人々から集めた答えをもとに、「同じ作業をする人の存在と動機づけの
関係」を立証し、その関係から心の内面を窺い知ろうとするのである。人間
の様々な心理を捉えるために開発されてきた心理尺度が、このサーベイ調査
方法では大きな役割を果たしてきた。いろいろな角度から言葉で質問をする
ことで、個人の性格特性や心の働きを捉えようとする、社会心理学にとって
なくてはならない大事な測定道具である。
　本書は、このような社会心理学の研究成果を学べる教科書を意図して書か
れたものではあるが、いわゆるオーソドックスな教科書とは異なる。もちろ
ん、基本的な社会心理学の概念や理論の学習にも配慮しているが、どちらか
といえば、社会心理学の概念や理論で社会的な事柄をどのように把握し、説
明し、対処するかという点により力点を置いている。そういう意味では、応
用社会心理学（applied social psychology）の教科書に近いのかもしれない。取
り上げていない、または十分に説明されていない基礎概念や理論については、
社会心理学の辞典などを参照しながら読み進めてほしい。

本書の構成
　次に、本書の構成を概観していく。本書は大きく2部構成をとっている。第
Ⅰ部は社会における個人の意識や行動を扱い、第Ⅱ部は社会からの影響や社
会的課題を扱っているが、必ずしも明確に分けられるわけではない。それは、
この二つが相互に関連し合っているからであり、それぞれが密接に関わって
いることこそ理解していただきたい。以下、第Ⅰ部と第Ⅱ部の内容をみてい
く。
　第Ⅰ部は「社会を作り、その中で暮らす」をテーマに、配偶と家族、依頼
と説得、利他と協力、リスク、キャリア形成、健康といったトピックについ
て扱っている。第 1章から第 3章までは第Ⅰ部の基礎であり、本書全体の基
礎でもある。第 1章では配偶と家族という集団形成の根源的なトピックを通
じて「進化」という考え方の基礎を学ぶ。第 2章では他者への働きかけ、他
者からの働きかけが私たちの態度や行動に意識的・無意識的にどのような影
響を与えるのかを様々な理論を通じて学ぶ。第 3章は、個人と社会の関係に
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おいて利他的・協力的行動がなぜ生じうるのか、再び進化の観点を取り入れ
て考えていく。第 4章から第 6章までは社会生活を営む上での課題を取り上
げる。第 4章では生活の中で起こりうる様々な危険性についてリスクという
考え方を関連する理論を通じて理解する。第 5章では経験を積んでいく過程
としてキャリア発達や計画について組織心理学的な観点も含めて理解する。
第 6章では健康に関する生活習慣の形成やストレスの影響を社会状況やリス
ク判断の観点からも検討する。
　第Ⅱ部は「影響し合い、よりよい社会を目指す」をテーマに、社会的勢力
と認知、メディア、社会調査・世論調査・ランキング、普及・流行、環境配
慮、防災といったトピックを扱っている。第 7章は私たちが社会的にどのよ
うな影響を与え合っているのかを概観する。第Ⅱ部の基礎的な部分である。
第 8章は実際問題としての影響過程を従来のマスメディアだけでなくイン
ターネット（SNS）についても詳しく扱っていく。第 9章は人々の考え方や
行動を探り政策にも活用される社会調査に着目し、その背景にある理論、活
用とその課題について考えていく。第10章は影響が社会全体に広まっていく
過程を普及と流行という観点から検討していく。第11章は環境問題とその対
処、第 12章は災害と防災、それぞれ社会的に重要な課題に対して社会心理学
を応用するという観点を学ぶ。
　本書は、社会における様々な現象や課題をすべてカバーしているわけでは
なく、主なトピックを選んで社会心理学的に解説したものであるが、全体を
一通り読むことにより、社会現象の理解や課題の解決についてどのようにア
プローチしたらよいか学習できるようになっている。また、同じ理論が複数
の章で何度も登場することがある。このことから一つの理論が様々な現象の
理解に役立つことも理解できる。扱われているトピックを起点として、各自
が日常生活を送る中で関心をもつ様々な現象について、同様に社会心理学の
知見を用いて理解・考察することができるようになれば、本書は役目を果た
したことになる。

学習の仕方
　学習の仕方として、序文および目次を念頭に、全 12章をざっと一通り読ん
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でみるとよい。最初はあまり細部にはこだわらず、関心のある章から読んで
いけばよい。一通り読んでいくと、複数の章の間で同じ理論が出てくるよう
に、各章相互の関連性に気づけるはずである。その上で各章を改めて熟読し、
頁をめくりながらトピック同士のつながりを意識し、社会心理学の理論で説
明される様々な現象を各自の日常生活での具体例に置き換えて考えられるよ
うにしていただきたい。
　文献リストや演習課題も参考にし、興味をもった参考書を見つけてみてほ
しい。社会心理学の文献だけでなく、関連分野のテキストもあわせ、現実の
世界で起きている様々な出来事の原因や課題の解決方法を提案することがで
きるだろうか。日常生活や社会でみられる様々な課題について、社会心理学
によって説明できることを目標とし、日ごろから対人関係、集団や社会の問
題について目をむけ、そうした問題について社会心理学で考える楽しさをぜ
ひ味わっていただきたい。

注：この定義の原文は、an attempt to understand and explain how the thought, feeling, and 

behavior of individuals are influenced by the actual, imagined, or implied presence of 

othersである。この中の implied presenceの意味についてオールポートは、「集団や社
会構造の中における個人の位置や役割によって遂行される様々な行動」（Allport, 1968, 

p.3）と説明している。

引用文献
Allport, G.　W.（1968）The historical background of modern social psychology. In Lindzey, G. 

& Aronson, E.（Eds.）The Handbook of Social Psychology 2nd edition. Pp. 1‒80.

濱嶋朗・石川晃弘・竹内郁郎（編）（2005）『社会学小辞典［新版増補版］』有斐閣．
池田謙一・唐沢穣・工藤恵理子・村本由紀子（2010）『社会心理学』有斐閣．
無藤隆・森敏昭・遠藤由美・玉瀬耕治（2004）『心理学』有斐閣．
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